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。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
大
間
原
子
力
発
電
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
排
水
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
九
月
十
七
日
に
、
通
商
産
業
大
臣
（
当
時
）
が
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
七
十
号
。
以
下
「
電
事
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
六
条
の
十
七
第
二
項
（
当
時
）
の
規
定
に
基
づ
き
電
源
開
発
株
式

会
社
（
以
下
「
電
源
開
発
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
行
っ
た
通
知
に
係
る
「
大
間
原
子
力
発
電
所
環
境
影
響
評
価
書
」
（
以

下
「
評
価
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
放
水
量
毎
秒
九
十
一
立
方
メ
ー
ト
ル
」
、
「
取
放
水
温
度
差
七
度
以
下
」
及

び
「
冷
却
水
に
は
塩
素
等
薬
品
の
注
入
を
行
わ
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
に
、
経
済
産
業
大
臣
（
当
時
）
が
、
電
事
法
第
四
十
七
条
第
一
項
（
当
時
）
の
規

定
に
基
づ
き
電
源
開
発
に
対
し
て
行
っ
た
工
事
計
画
の
認
可
に
係
る
「
工
事
計
画
認
可
申
請
書
（
大
間
原
子
力
発
電
所
第
一

号
機
）
」
に
お
い
て
は
、
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
法
第
四
十
六
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
通
知
に
係
る
評
価
書
と
の
相
違
は
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
評
価
書
に
従
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
三
日
に
、
経
済
産
業
大
臣
（
当
時
）
が
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規

一



制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
（
当
時
）
の
規
定
に
基
づ
き
電
源
開
発
に

対
し
て
行
っ
た
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
に
係
る
「
大
間
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
設
置
許
可
申
請
書
」
の
添
付
書
類
六
（
以
下

「
添
付
書
類
六
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
取
水
量
と
し
て
、
「
復
水
器
冷
却
水
約
八
十
八
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
」
、

「
補
機
冷
却
水
約
三
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
」
及
び
「
合
計
約
九
十
一
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

「
復
水
器
冷
却
水
は
、
防
波
堤
内
側
の
静
穏
海
域
に
設
け
る
取
水
口
・
・
・
よ
り
取
水
し
、
取
水
路
を
経
て
取
水
ピ
ッ
ト
へ

導
水
し
、
循
環
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
循
環
水
管
を
経
て
復
水
器
へ
送
水
す
る
。
復
水
器
を
通
過
し
た
冷
却
水
は
、
循
環
水
管
を

経
て
放
水
槽
に
放
出
し
、
放
水
路
を
経
て
、
西
護
岸
前
面
の
沖
合
約
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
設
け
る
放
水
口
よ
り
水
中

放
水
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
添
付
書
類
六
に
お
い
て
は
、
「
復
水
器
に
お
け
る
冷
却
水
の
温
度
上
昇
は
七
度

以
下
で
あ
る
」
及
び
「
こ
れ
ら
の
冷
却
水
に
は
、
塩
素
注
入
は
行
わ
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
海
域
の
生
態
系
へ
の
影
響
」
や
「
海
産
物
資
源
に
対
す
る
影
響
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
評
価
書
の
「
冷
却
水
の
取
放
水
に
関
す
る
影
響
及
び
そ
の
評
価
」
に
お
い
て
、
生
育
状
況
等
の
調
査
で
確
認

さ
れ
た
海
域
に
生
息
す
る
動
物
又
は
生
育
す
る
植
物
に
与
え
る
温
排
水
等
の
影
響
に
つ
い
て
、
「
回
避
さ
れ
る
」
又
は
「
低

二



減
が
図
ら
れ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
評
価
書
に
つ
い
て
は
、
通
商
産
業
大
臣
（
当
時
）
は
、
電
事
法
第
四
十
六
条
の
十

七
第
二
項
（
当
時
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
（
当
時
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
必
要
が
な
い
旨
通
知
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

三


